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研究ノート

マルセル・ブロイヤーの家具デザインの研究

A Study on furniture design of Marcel Breuer 

平井康之

HIRAI Y asuyuki 

Marcel Breuer is one of the most creative designer in the 

history of design at Bauhaus. 

If creative work is defined by its adding value, such as 

patent applications and awards, he designed pieces at the 

time when there were many other competitors in similar 

directions towards the use of new materials and 

technologies, he was not always the first runner at all the 

time, but he completed pieces which have creative 

values and are considered as modern classics today. 

In this paper, the aim is to research how and under what 

occasion he designed his pieces of furniture, from 

furniture design point of view, and in comparison with 

counterpart designs. 

In conclusion, similarities were found with other 

designer's works, but also new attempts in detailing and 

the use of materials are identified. It is notable that he 

could design in four di百erentmaterials in each era: 

wood at Waimar, metal at Dessau, aluminum at Zulich 

and plywood at London, and achieved the highest works 

in each by utilizing his previous or other designer's 

works. 

1.はじめに

マルセル・プロイヤーは、バウハウスの代表的な家

具・インテリアデザイナーである。本研究でブロイヤー

の家具のデザインに焦点を当てた理由は、彼が、特にス

チールパイプを用いた椅子をはじめとする家具デザイン

において、先例のないところから全く新たに革新的なデ

ザインを生み出す「技術開発」型の第一人者であったか

らではなく、当時競合関係にあったデザイナーの作品に

影響を受けつつうまく取り入れていった「技術応用」型

の第一人者と想定したからである。彼はスチールパイプ

だけではなく、木、アルミ、成形合板でも完成度の高い

作品を残している。その幅の広さは、他のデザイナーに

は見られない特徴であると言える。そのデザインの変遷

と背景について考察を加えるのが本研究の目的である。

プロイヤーの家具デザインは活動場所の変遷とほぼ一

致している。ここでは、ブロイヤーのアメリカに渡るま

での1921年から 1937年の活動時期の調査とし 5期に分け

る。まず第 I期としてプロイヤーがワイマールのパウハ

ウスに入学してからパウハウス自体がデッサウに移るま

での1921年－1925年を「木」の時代とする。次にデッサ

ウで、の実験工房で、の家具マイスターとして活動した1925

年から 1928年を第2期「スチール」の時代とする。 1928

年にパウハウスを辞職して、ベルリンでデザイン事務所

を始めた時期からスイスへ移るまでを第 3期「スチール

のインテリアへの展開」の時代とする。さらに1931年に

スイスヘ移ってからイギリスへ渡るまでの聞を第4期

「アルミ」の時代とする。最後に1934年にイギリスへ渡

り1937年にアメリカヘ移るまでの間を第 5期「成形合板」
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の時代とする。こうして見るとブロイヤーはほぼ 3年毎

に活動のスタイルや場所を変えていることが分かる。

プロイヤーの家具デザインに関する文献としては、ヴ

ィトラ・デザイン・ミュージアムにおけるマルセル・プ

ロイヤー展のように、ブロイヤーを記念する出版や回顧

展がヨーロッパを中心に催されている。ブロイヤーの家

具デザイン研究についての貴重な資料を含む研究は、 10

年毎に出版されている。まず、 1981年のニューヨーク近

代美術館での80周年回顧展における、クリストファー・

ウィルクの『マルセル・ブロイヤー インテリアと家

具』がある。ここでは、彼が1981年に他界したという時

代背景もあり、アメリカで建築家となるまでのブロイヤ

ーの歩みについて、総合的に書かれており、集大成的な

内容である。また90周年回顧展における 1992年のマグダ

レナ・ドロステとマンフレッド・ルードウイツヒによる

『マルセル・プロイヤー』は、ドイツのバウハウス・ア

ーカイプからの出版で、ほとんどが家具デザインについ

ての内容で、初期の活動に重点が置かれている。

2.第 I期「木」の時代 ノ守ウハウス・ヴァイマール

1921年・1925年

ブロイヤーは、ヴァイマールのバウハウスに学生とし

て学んだ。建築家ワルター・グロピウスにより、 1919年

4月にヴァイマールにバウハウスは創立された。グロピ

ウスはその l年後の1920年に遅れて入学してきた優秀な

学生マルセル・ブロイヤーに注目していたようである。

当時ノfウハウスは 地元の手工芸産業との関係を重視し

て手工芸教育に力を入れており、その目的は建築家、画

家、彫刻家を手工芸家として育成することであった

（注 1）。

図2 レッド・ブルーチェアー

直接的にか、テーオ・ヴァン・ドゥースブルフを介し

て間接的にか、いずれにせよ、デ・ステイルのゲリッ

ト・リートフェルトと接点があった。リートフェルト

は、レッド・ブ、ルーチェアーを 191718年にデザイン

し、その後Hogestoelを1919年にデザインした。この椅子

は1920年に『デ・ステイル』誌に発表された。1923年に

はバウハウスで、バウハウスの活動を紹介する展示会が

開かれた。そこにデ・ステイルなどパウハウス以外の活

動家の作品も展示されており、リートフェルトもその中

に入っていた（注 2）。

リートフェルトのHogestoelは、主要な構造材が、互い

に直交する形で取り付けられており、その断面が正方形

で、端面が黄色く塗装されている。その立体的な交差 と

端面の強調は、幅、奥行、高さの三方向のグリッドの強

調であり「構成主義者」の表現らしい。斜めに取り付け

られた背と座も、人聞が座るための斜面ではなく、構成

を際立たせる意図が見て取れる。それに対し、プロイヤ

ーの木摺り椅子は、主要な構成材の断面が全て長方形で

ある。前脚と後脚では向きが90度違っており、長方形の

断面形状、木部材の聞に張られた布製の座や背と相まっ

て椅子全体にフラットで軽い印象を与えている。背と座

はリートフェルトのものと比べ、座りやすさへの配慮が

されている。またリートフェルトの椅子と同じく肘の取

り付け方などに部分的なキャンチレバーの試みが見られ

るが、後脚と垂直の肘受の位置関係など、さらに試みを

広げている。垂直の構造材が上へ突き抜けるような造形

になっているのはこの椅子の前に製作された「アフリカ

ンチェアー」の影響も見られるが、全体に「座る」こと

への合理主義の観点に立った造形であり、その点におい

て、リートフェルトの影響は受けているものの、 「構成

主義」とは一線を画している。



図 3Hogestoel 
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図4 木摺り椅子

それは、 「視覚的明解さ」と「身体的快適さ」のバラ

ンスの相違である という こと ができる。相対的にリート

フェル トは「視覚的明解さ」、プロイヤーは「身体的快

適さ」に重点がある。ここには「座る」ことを造形の基

本に置くブロイヤーの特徴が表れている。リート フェル

トのHogestoelとプロイヤーの木摺り椅子との関係のよう

に、プロイヤーがリート フェルトの影響を受けている事

は明白である。当時23歳のブロイヤーが1888年生まれで

37歳の リー トフェル トのデザインに影響を受けたのは、

現在の学生がプロの作品を参考に発想するの とあまり変

わらない。

第 2期「スチール」の時代 パウハウス・デッサウ

1925年－1928年

スチールパイプそのものは1880年ごろから使用がはじ

まった。スチールパイプ曲げの試作については、ブロイ

ヤーは1923年、ヴァイマール時代にすでに金属工房の職

人であるカ ールJユッカーの助けを得て始めていた事が

記録されている。モダンデザイ ンの歴史では、最初のス

チールパイプの使用は1925年ブロイヤーによる B3チェ

アーである。ブロイヤーが自分のアドラ一社の自転車の

フレームから ヒントを得ては じめて家具への使用がは じ

まった と言われている（注 3）。デッサウでは、1926年

9月から 11月にかけて週単位のペースで航空機製造会社

ユンカ ース社の技術者クレーナとスチールパイプ、鉄

板、デラリウム、アル ミの実験を行っている。ユンカー

ス社ではパウハウスの家具を量産しなかったため、これ

は素材活用の可能性の試作実験である と考えられている

（注 4）。

ブロイヤーはこのようにして素材についての実験と知

識を貯えていった。

図 SB3チェア ー

プロイヤーは、デッサウで、家具マイスターとして実験

工房と関わり、量産のためのプロトタイプ製作をその後

の自分のデザイン手法 としていった。パウハウスは、

1925年にバウハウス商会を設立 し、その実験工房で作ら

れた標準型プロト タイプの量産を外部の企業との契約で

行おうとした。これはライセンスビジネスであったらし

い。最初の数年は期待した程の収益が上がらず、取引量

も限られたものであったようだ（注 5）。 金属工房で

はそののち、外部の企業で実際に製品化されるこ とが多

かったようで、ライプツイ ヒのケルティング ・マツティ

ーゼン社では1928年から 1932年の聞に 5万個の製品が売

れたとある（注 6）。 しかし、家具関連では大きな収

益を得たという情報がなく、ノてウハウス全体の活動とし

て実際に収益が上がったのかどうか不透明である。これ

については、パウハウスは建築が主体なので工業デザイ

ンの量産との結びつき方に問題があったことや、地域社

会との連携が十分に取れていなかったことも理由として

考えられる。作品の量産化については、プロイヤーはバ

ウハウス全体の動きには参加せずに、独自に量産化の可

能性を試みたが、その試行錯誤の連続は現在のベンチャ

ー企業に相通じ るものがある。ブロイヤーは自分のデザ
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インについて特許を取り、その権利を守り、企業と仕事

を重ねてゆくが、このようなバウハウス商会の動きがビ

ジネスの方法についての示唆を彼に与えた可能性があ

る。また、 1920年代前後からのバウハウスを中心とした

デザイン開発競争でもこの原則は同じで、工業化された

比較的安価な材料と、量産化の工学技術の組合せがその

ベースとなる。また他方、効率的な生産のため、部品点

数を減らす開発競争が行われ、スチールパイプが家具の

構造を簡略化していったが、人間に触れる部分には布や

木が用いられたように、従来無い形での金属材料と有機

的な素材の組合せもデザイン開発の重要なテーマとなっ

た。

図6 シュレーダー邸のスチールパイプ椅子
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凶 7 B6チェアー

最初の成形合板とスチールパイプの組合せの椅子とし

ては、 1925年に少し遅れてリートフェルトがシュレーダ

ー邸のために二次曲面の成形合板の背と座を持ったスチ

ールパイプの椅子をデザインしている（注 7）。翌年に

はプロイヤーが、このリートフェルトとほぼ同じ形態的

特徴を持つ B6チェアーをデザインしているが（背と座

は無垢板） （注 8）、非常によく似ている。

プロイヤーのデザインに対する姿勢は、 「最も論理的

で、最小の芸術的表現」を目指していた（注 9）。例え

ば B3チェアーの最初のプロトタイプの複雑なパイプの

溶接箇所は、ボルト締に置き換わり、最初は繋がってい

なかった背のパイプも、溶接箇所を減らせるサークル状

に変更されることで、より量産に向くデザインに変更さ

れていった。論理的に簡略化を目指すプロセスの中で、

同時にブロイヤーは自分のデザイン言語を開発していっ

た。1924年の夏にヴァイマールの指物工房で、フゃロイヤー

デザインの子供用椅子 250脚と70台のテーブルが製作さ

れたという記録があるが（注10）、 デッサウに移って

からも、実験工房は量産の場ではなく、量産のための原

型／ブ。ロトタイプ製作が中心であった（注11）。 「技

術応用型」の彼のデザインは、このように論理性に基づ

いた実験工房でのハンドメイドのプロトタイプによる検

討がそのプロセスであったと考えられる。また、 「目は

強力な伝達者だ。それは一瞬にして美的な判断を下す。

建築は、有用でh立派に建設され、我々の人間一社会世界

との調和があるべきだが、第一印象は、視覚からの印象

であり、それはおそらく共感のために必要な前提条件で

ある（注12）。」から読み取れるように、彼はグロピウ

スのような理論家ではなしもの本位の発想を持つ実務

的なデザイナーであった。ブロイヤーの図面よりも試作

を重視する考え方は、アメリカで建築家になってからも

続き、チャートや概念的な模型では満足せず、 詳細まで

考え抜いたモデルを事務所で作成した事が記録されてい

る（注13）。 作りながら考えることで、非常に早いペ

ースで作品を世に送り出していくことができたわけであ

る。

背と座が一体になった椅子は、 一般的に分離した椅子

よりも、製作の難易度が高いと考えられる。最初の背座

一体型の成形合板と、スチールパイプの組合せは、 1927

年にリートフェルトがデザインした Beugelstoelという椅

子で、彼の最初の量産化された椅子である（注14）。こ

れはまだ 4本脚のデザインであった。1927年にオランダ

の建築家マルト・スタムが、スチールパイプのキャンチ

レバーの椅子をデザインし、その後キャンチレバーとい

う新しい構造は、急速に拡がる。キャンチレバーと木と

の関係を見ていくと、最初の木とキャンチレバーのスチ

ールパイプの組合せは、 1928年にデザインされたブロイ

ヤーの B32チェアーに見られ、藤張りの背と座と蒸し曲



木のフレームを採用している（注15）。

図8 Beugelstoel 

図 9 B32チェア ー

当時のデザイン開発は、スチールパイプや成形合板の

ような歴史の浅い工業材料を使用してこれまでとは違

う、例えばキャンチレバーのような新たなモダンデザイ

ンの形態言語を生み出すことが中心であった。パウハウ

スが実験工房で、試作を行った事は、この動きにうまく対

応していた。新しい実験を行うということでは、 トーネ

ット社のような企業とパウハウスの間には大きな差はな

かったと考えられるが、大量生産はパウハウスの子に負

えなかった。これは工房にマイスターがいるとはいって

も、クラフトや手工業の専門家であり、工場施設に精通

した量産製造の専門家ではなかったので、工場生産に相

応しい実施設計レベルのプロトタイプが製作できなかっ

たからである。プロイヤーのスチールパイプの椅子はト

ーネット社で量産に成功する。すでに曲げ木家具で地歩

を築いていたト ーネット社のように、市場を開拓できる

技術はもちろん、販売力を持った大手企業にはかなわな

かった。そこにパウハウスデザインの限界がある。

第3期「スチールのインテリアへの展開」の時代

ベルリン

1928年－1931年

1928年には個人主義的な考え方とパウハウスの共同作

業の考え方からの意見の対立が原因で、ハーパート・ バイ

ヤーとともにパウハウスを辞職する。そしてベルリンで

デザイン事務所を開設して活動した。この時期は建築と

インテリアという空間デザインのプロジェクトが中心で、

家具デザインは少ない。ブロイヤーはバウハウス時代に

デザインしたスチール家具を自身のインテリア空間に展

開していった。その例としてベッドルームやスタディ ー

ルームといった部屋に合わせるためにキャビネットやラ

ウンジチェアーの開発が行われた。

その中で、1928年から29年にかけてブロイヤーはB25

とB35という 2つのラウンジチェアーをデザインしてい

る。ラタンを背と座に使用した B25は、背座をコイルで

繋ぎクッション性をもたせるというデザインで他方B35

は、背座と肘の分離された 4本脚のキャンチレバー構造

という点で独創的であった。

·~ ...;: 

図 10 B35チェア ー

第4期 rアルミ」の時代チューリヲヒ

1931年 ・1934年

ブロイヤーは、 1933、1934年、フリ ーランスデザイナ

ーと してプダペストとチューリッヒで活動を続ける。作

品の量産化実現を試みたがト ーネット社以外は、比較的

小規模な生産に終わり、必ずしも順調にデザインが販売

に結びつかなかったようである。

1
1
 

A
斗戸、Jnu 

nu 

勺

L今、JO
 

V
 

内
九

立
川

T
h制・

山［子工
h
b刊

せ
一品



図 l1 Model No.301 

図 12 アルミニウム ・チェ イスラウンジ（ModelNo.313) 

特にチューリッヒでは、ジーグフリード・ギーデイオ

ンらとの親交により彼の経営するモダンデザインショッ

プ「ボーンベダーフ」のチュー リッヒとパーゼルのショ

ールームデザインと、 数脚のアルミニウムの椅子のデザ

インを手掛けた。これらは1932年に考案された新しいキ

ヤンチレバーの特許をベースにしている。なぜアルミ素

材を使用しはじめたかについてはいくつかの理由が挙げ

られる。 lつには、キャンチレバーの特許に関する係争

や会社の失敗から、新たなデザインの方向性の模索がは

じまったと考えられる。また経済性の面からでは、当時

多く使用された直径25ミリのスチールパイプのク ローム

メッキよりもアルミのフラッ トバーの方が表面メッキを

使用しなくても処理できるなど材料として有利な面があ

り、コスト的にも安価であった。さらにスチールよりも

軽量で、錆びないので屋外使用のラウンジチェアーのよ

うに大型の椅子のデザインに向いていた。椅子デザイン

の可能性の領域が広がったわけである。1932年中頃に製

作されたアルミニウム・チェイスラウンジは、同じ年の

1 1月にはパテント申請がなされており、同月パ リの国際

コンペで l等賞を受賞している。アルミの使用はブロイ

ヤーに新たな造形の方法を考える契機でもあった。アル

ミは溶接が難しく、曲げ、カット、ボルト留めが構造の

主要な技法であった。ブロイヤーは幅の広いフラットバ

ーをまず製作することから考えた。それを まん中で切り
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込みを入れて反対方向に曲げることで脚と背座を連続さ

せ、溶接不要な形状を考案した。ブロイヤーの造形は

「視覚的明解さ」から「身体的快適性」の重視へさらに

変化してゆく 。そのために従来の幾何学的な曲げ中心の

造形に有機的な造形が見られるようになってくる。これ

は、アルミがスチールパイプよりも柔らかいので有機的

で複雑な加工が容易であったことにも関係がある。例え

ばアルミのフレームの一方の端部は、肘受けで、背もた

れのアルミフレームの裏側に接合するようにねじってか

ら曲げられた。これはアルミ独特の造形処理である。ま

た左右のプレームは平行ではなく、背に近付くにつれて

徐々に広がるようになっていた。

彼は同時にヨーロッパ各地に旅行し、仕事の可能性を

捜していた（注16）。 1933年にナチスによってバウハ

ウスが閉鎖されて、 ドイツでは、さらに仕事を得にくい

状況にあった事が想像される。特に彼はユダヤ系ノ＼ンガ

リ一人であったので さしせまったものがあったに違い

ない（注17）。

第 5期「成形合板」の時代 ロンドン

1934年－1937年

そのような個人的な状況や、ナチスの台頭という社会

的状況もあり、安定した生活とデザイン活動を求めてイ

ギリスに渡った。そこでグロピウスを通じてジャック・

プリチヤードというアイソコン社の起業家と出会い、家

具のデザイナーとして参画した。成形合板でできたアイ

ソコン・ロングチェアーは、プロイヤーにとって初めて

の本格的な有機的形態の試みであり、これまでの幾何学

的な形態の金属家具から有機的な形態を持った初期の成

形合板家具として重要な作品である。バウハウスにおけ

る作品の量産化の試みがイギリスに場所を変え、アイソ

コン社という新興企業と、その工房での量産のためのプ

ロトタイ プ製作という、ある意味で、非常に似通った状況

で行われた。

1934年10月にグロピウスはイギリスに移りプリチヤー

ドと出会う 。その一年後、プロイヤーは、グロピウスの

援助でイギリスに移る。若手建築家 F.S.R.ヨークとのパ

ートナーシップを結んでの入国であったが、収入面では

生活に不足がある事はブロイヤーも承知していた（注

18）。 こののち、 1937年の秋に、 同じ くグロピウスの

招きでアメリカヘ、ハーバード大学建築学科の助手とし

て渡るまでの 2年間イギリスで活躍する。特にアイソコ

ン社ではアイソコン・ロングチェア一、ショートチェア



一 （1936年 1月）、ネスティングテーブル（同年 2

月）、ダイ ニングテーブル（同年）、スタッキングチェ

アー （同年）の 5つの家具を発表した。

図 13 アイソコン ・ロングチェア ー

アイソコン社は、 1931年にプリチヤードによって、モ

ダンデザインを実現する会社として創業された。プリチ

ヤー ドはイギリスにおけるモダンデザイン運動の推進者

の一人で、彼はベネスタ成形合板会社に1925年から務

め、 1930年にはモホリ ＝ナギにベネスタ社の雑誌広告を

委嘱している。アイソコンとは、 「アイソノメトリッ

ク・ユニット ・コンストラクション」の略称である。ア

イソコン社の理念についてプリチヤー ドは次のように述

べている。

「アイソコンとは、モダンで機能的なデザインの、住宅

や集合住宅、 家具や調度への応用を明示する為に、私が

考え出した商標名である。それはまた、 標準的なユニッ

トを組み合わせた多様な建築という思想も意味する

（注19） 。」

グロピウスは、アイソコン社のコントローラ ー・ オ

プ ・デザインに就任し、プリチヤードと共にモダン住宅

の計画を進めていたが、保守的なイギリスでは、地方政

府などの反対に会い実現化しなかった。1935年初頭から

グロピウスはプリチヤードと共にアイソコン社での家具

部門の創設について話し合っていた。この時グロピウス

がプロイヤーをそのデザイナーに推薦 し、プリチヤー ド

が同意して、彼がアイソコン社のデザインを担当する事

になった（注20）。 アイソコン家具会社は1935年の11

月か12月のはじ めに設立された。この時プロイヤーはア

イソコン社と、 200- 300ポンドの年間契約料と商品の

販売価格の 5%をロイヤルティ ーとする内容でデザイン

契約している（注21）。プリチヤードは、アイソコン家

具会社について、

「この事業は、モダンプアニチャーに対し増えつつある

需要に対応する為に設立された。我々の目的は、最初に

高級価格帯における本格的なモダン家具としての信用を

確立し、次に（そのマーケッ トにおける）立場からマス

マーケッ トへの需要開発を行う （注22）。」と目的を

定義し、さらにメ モラ ンダムでは、

「最近のモダン家具は、形態や造形は心地よくデザイン

されているものの、伝統的なイギリスの快適性の実現に

失敗している（注23）。」と述べている。

このような考え方を持つプリチヤードは、バウハウス

のようなスチールの家具では無く、ブロイヤーと成形合

板の家具を始める。これについては、プリチヤードは、

ベネスタ時代に成形合板での経験を持ち、フィンランド

のアルパー・ アールトも訪問しているし、イギリスにお

ける保守主義は、木の家具に対する噌好が強かったこと

が理由として考えられる。それにより、ブロイヤーのデ

ザインは幾何形態で無く、快適性に重点を置く有機的な

デザインに変化してゆく 。

ブロイヤーがスイスでデザインしたアルミニウム・チ

ェイスラウンジをベースに成形合板でリクライニングタ

イプのラウンジチェアーをデザインすることは、プロイ

ヤ一本人のアイデアでは無く、グロピウスの発案であっ

た（注24）。こうしてロングチェアーは1935年12月から

翌年 1月にかけてデザインされた（注25）。そして1936

年にはすでに発売されている。この数カ月という開発速

度は、アルミ ニウム ・チェイスラウンジという下敷きが

あったとはいえ非常に速い。ブロイヤーはイギリスでの

たった 2年間の聞にアイソコン社以外でも住宅建築やイ

ンテリアデザインを手掛けている。またブロイヤーはこ

の後アメリカに渡り建築家として大成するが、イギリス

での成形合板を用いた家具や住宅のデザインが、アメリ

カでのデザインのベースになっている点でも重要であ

る。

しかし、アルミニウム ・チェイスラウンジの形態を成

形合板に移しかえる事は、部品点数の増加とそれに伴う

工程の複雑化に直面する。アルミニウムは押出し形状で

あり、スチールパイプと同じく長さに対する制約が少な

く、 一筆書きのような形が作りやすい。他方、成形合板

はもとの合板の取り寸から長さ方向の寸法が制約を受け

やすい。特にアルミニウム ・チェイスラウンジのデザイ

ンではプロイヤーは脚フレームの後端を少し残してフレ

ームを真中から二分し、座のフレームと肘と背のフレー

ムにするという彼の新しいキャンチレバーの手法のデザ

インを採用していた。これは、成形合板の工程では再現

不可能であった。よって、基本構造に関わるデザインの

変更が行われた。アルミニウム ・チェイスラウンジでは

アルミ ニウムフレームが構造体で、シート はそれに附随
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するものであったのに対し、ロングチェアーではフレー

ムと背座板両方合わせて構造になるように変更された。

アイソコン・ロングチェアーの最初のプロトタイプは、

背座一体の成形合板は当時最大の木材輸出国であったエ

ストニアにあるベネスタ社の工場に発注され、フレーム

部分はロンドンの家具職人ハリー・マンセルの小さな工

房で積層で作られ、完成品として組み立てられた。この

工房は、のちにベルサイズパークに近いハムステッドの

ローン・ロード・フラ ット横に場所を移転した。

図14 F35チェアー

図 15No.31チェアー

フィンランドの建築家／デザイナーのアールトは1931

年から成形合板の家具をアルテック社から発表し、イギ

リスはその一番の輸入国であった。 （販売代理店として

イギリスにフィンマ一社があった） 。アールトは、 1930

年に背と座の成形合板をはじめて一体型成形合板とし、

キャンチレバーのスチールパイプと組合せ F35チェアー

をデザインした（注26）。アールトは、 1931年にハイブ

リッドチェアーで、座と肘を反対方向に曲げて一体型で

製作する方法を開発した。プロイヤーは自分のインテリ

アデザインにアールトの N0.31をイ吏用している。アール

トの家具はこの頃スイスのモダンデザインショ ップであ

る「ボーンベダーブ」から販売されていた。

1936年 7月にフインマ一社からアイソコン社に対し、

ブロイヤーの椅子がアールトのデザインに似過ぎてお

り、特許を侵害しているという申し立てがなされた。話

し合いの結果、両者ともお互いのデザイン領域に立ち入

らないという合意に至ったが、プリチヤードがアールト

の家具のイラストがイギリスにおけるアールトの特許の

日付けより前に発表されているのを見つけたので、この

件に関する契約書は最終的には成立しなかった（注

27）。ブロイヤーは特許に関するトラブルにはよく巻き

込まれるようであるが、これは、ひとつには、彼のデザ

インが「技術応用型」であったからであろう 。他方、形

態の類似性は、逆にアールトの方が、スタムやブロイヤ

ーによ ってスチールパイプで開発されたキャンチレバー

を応用した経緯にも要因が求められよう 。しかし、プロ

イヤーのデザインは単なる類似ではなく、構造の面から

座板とフレームの組合せで、弾力性のある構造に関する

特許が取れているように独自性が高い。まったく新規の

画期的なデザインではなく、先行開発品を理解しつつ、

まだ実現化されていない新たなデザインを実現化するプ

ロイヤーの取り組みは、彼自身が連続して取組んでいる

形態デザインの開発と材料毎の構造の解決策の絶妙のコ

ンビネーションであり、また非常に見せ方もうまく、

「技術応用型」のデザインの特徴を示している。

大量生産を目的とした企業活動としてみた場合、この

アイソコン社のビジネスの結果は、当初の目標を達成す

る事はなかった。アイソコン・ロングチェアーの販売台

数は、 1938年には 1週間に 3-6脚、 1937-1939年通算

で週に最大 9脚程度の製作しか行われなかった（注

28）。 そして第二次大戦により、生産は中止となっ

た。アイソコン社が大規模な家具会社に成長する事は無

かった。

まとめ

ブロイヤーは、当時のスチールパイプや成形合板とい

う、比較的新しい素材の特性に基づいたモダンデザイン

開発競争のなかで常に先頭グループにいたが、必ずしも

いつも一番を走っていたわけではなかった。プロイヤー

は1925年に世界で最初にスチールパイプを使用した椅子

をデザインした。しかし、ブロイヤーのデザインは他の

デザイナーや製品からの影響を受け、それを取り入れる

事が多く見受けられる。それだけでは単なる模倣者に過

ぎないが、ブロイヤーの特徴は、そこから特許を取得で

きるオリジナリティーの高い材料の使用方法や構造を生

み出している事である。事実、プロイヤーのデザインし

た椅子の数は他のデザイナーに比べ非常に多く椅子のデ



名作として残っている。特に素材とのかかわりの中での

ザインだけで50を超える。そしてその多くが、歴史上の 注 18 Christopher Wilk, MARCEL BREUER-Furniture and 

Interiors, The museum of Modern Art, p.127,1981 

イノベーティプなデザイン開発は、特筆すべきものがあ 注19 前掲p.129

る。木からスチールパイプ、スチールパイプからアルミ 注 20 Jack Pritchard, View from a Long Chair-the memories of Jack 

ニウム、アルミニウムから成形合板へと扱う素材を変え Pritchard, Routledge & Kegan Paul, p.111, 1984 

つつ、前の素材で開発したデザインを移し変えてゆくデ 注 21 Christopher Wilk, MARCEL B阻田R-Furniture and 

ザインプロセスは現在でも参考になる内容が多い。 E配 riors,The museum of Modern Art, p.128, 1981 
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注23 前掲p.129

在

在 I Christopher Wilk, MARCEL BREUER-Furniture and 
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